
○
“ス

ポー
ツ・

レク
リエ

ーシ
ョン

”か
ら“

競
技

”ま
で、

それ
ぞれ

の志
向

に
　応

じ運
動

を楽
しむ

こと
がで

きる
。

○
「す

る」
「み

る」
「支

える
」な

ど、
様

々
な

アプ
ロー

チを
通

じて
日

常
生

活
に

　ス
ポー

ツを
取

り入
れ

るこ
とが

でき
る。

○
性

別
、年

齢
、障

害
の有

無
、経

済
状

況
等

の区
別

無
く、

ささ
えあ

いな
がら

、
　と

もに
スポ

ーツ
に関

わ
るこ

とが
でき

る。

○
トッ

プア
スリ

ート
の活

躍
が子

供
たち

に夢
を与

え、
　ス

ポー
ツを

通
して

人
間

性
や

多
様

な
能

力
を

　育
むこ

とが
でき

る。

○
地

域
の特

色
ある

スポ
ーツ

の取
組

や
歴

史
に

　誇
りを

持
つこ

とが
でき

る。

○
適

正
な

対
価

によ
るサ

ービ
スと

して
　様

々
な

スポ
ーツ

を楽
しめ

る環
境

があ
り、

　ス
ポー

ツ施
設

等
への

投
資

が促
進

され
、

　ス
ポー

ツに
より

地
域

や
経

済
が活

性
化

され
る。

 富
士

の
高

み
が

い
つ

も
そ

こに
あ

る
よ

うに
、ス

ポ
ー

ツが
文

化
とし

て
定

着
し、

ス
ポ

ー
ツ

の
力

で
す

べ
て

の
県

民
が

健
康

で
豊

か
に

暮
らせ

る
、ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

を
実

感
で

き
る

社
会

を
目

指
し、

本
県

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ政

策
の

基
本

理
念

を
「ス

ポ
ー

ツ
の

聖
地

づ
くり

」と
設

定
す

る
。 

＜
基

本
方

針
１

＞
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

健
康

づ
くり

の
推

進

＝
主

旨
＝

体
力

の
向

上
、健

康
増

進
に

よ
り、

より
多

くの
県

民
が

生
涯

に
わ

た
り

健
康

的
な

暮
らし

を送
る

こと
が

で
きる （

指
標

）
○

成
人

の週
１

回
以

上
の

スポ
ーツ

実
施

率

毎
年

度
　7

0％

＜
基

本
方

針
２

＞
ス

ポ
ー

ツ
文

化
の

醸
成

と
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じた

共
生

社
会

の
実

現

＝
主

旨
＝

ス
ポ

ー
ツを

通
じて

、人
間

的
な

成
長

を促
す

とと
も

に
、相

手
を尊

重
し、

思
い

や
る

精
神

が
育

まれ
る

（
指

標
）

○
す

る
、み

る
、支

え
る

の
い

ず
れ

か
の

形
で

ス
ポ

ー
ツに

親
しん

だ
県

民
の

割
合

毎
年

度
　9

0.
2％

以
上

＜
基

本
方

針
３

＞
地

域
特

性
を

活
か

した
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

地
域

と経
済

の
活

性
化

＝
主

旨
＝

ス
ポ

ー
ツを

す
る

こと
、観

戦
す

る
こ

とは
、地

元
チ

ー
ム

の
応

援
等

を
通

じた
地

域
と経

済
の

活
性

化
へ

とつ
な

が
る

（
指

標
）

○
県

内
施

設
・大

会
等

で
ス

ポ
ー

ツを
す

る
人

、み
る

人
の

人
数

20
25

年
度

　1
5,

00
0,

00
0人

＜
柱

１
＞

幅
広

い
世

代
へ

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
振

興

○
多

様
な

年
代

が
参

加
で

き
る

   
ス

ポ
ー

ツイ
ベ

ント
数

毎
年

度
　4

40
回

○
新

体
力

テ
ス

トの
記

録
が

全
国

   
平

均
を

上
回

る
割

合
毎

年
度

　1
00

％

＜
柱

２
＞

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
整

備
と利

活
用

の
促

進

○
県

立
ス

ポ
ー

ツ施
設

利
用

者
数

毎
年

度
　6

00
,0

00
人

○
県

営
都

市
公

園
運

動
施

設
　 

利
用

者
数

毎
年

度
　2

,2
20

,0
00

人

＜
柱

４
＞ 障
害

の
有

無
に

か
か

わ
らな

い
ス

ポ
ー

ツ
振

興

○
静

岡
県

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ大
会

へ
の

　
   

参
加

者
数

毎
年

度
　3

,0
00

人

＜
柱

３
＞

ト
ップ

ア
ス

リー
ト

の
活

躍
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

喚
起

と理
解

促
進

○
Ｊ

Ｏ
Ｃ

オ
リン

ピッ
ク強

化
指

定
   

選
手

・Ｊ
Ｐ

Ｃ
パ

ラリ
ンピ

ック
等

   
強

化
指

定
　選

手
中

の
静

岡
県

   
関

係
選

手
の

割
合

毎
年

度
　3

.0
%

○
国

民
体

育
大

会
へ

の
出

場
種

目
数

毎
年

度
　2

31
種

目

○
日

本
ス

ポ
ー

ツ協
会

登
録

コー
チ

   
３

、４
（

旧
公

認
コー

チ
）

数
20

25
年

度
累

計
　1

,3
00

人

＜
柱

５
＞ ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

交
流

促
進

○
サ

イク
リン

グ
県

モ
デ

ル
ル

ー
ト数

   
20

26
年

度
　７

ル
ー

ト
○

主
催

、共
催

、後
援

した
ス

ポ
ー

ツ　
   

大
会

数 20
25

年
度

　1
50

件

＜
柱

６
＞

交
流

を
促

進
す

る
た

め
の

体
制

整
備

○
ス

ポ
ー

ツボ
ラン

テ
ィア

登
録

数
20

25
年

度
　6

00
人

施
策

（
14

）
・取

組
(7

5)

静
岡

県
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
　概

要
版

基
本

方
針

(3
)・

指
標

(3
)

柱
（

６
）

・目
標

値
(1

1)

＜
施

策
14

＞
ス

ポ
ー

ツ
コミ

ッシ
ョン

に
よ

る
地

域
活

性
化

の
推

進

①
ス

ポ
ー

ツコ
ミッ

シ
ョン

の
設

置
に

向
け

た
準

備
②

ス
ポ

ー
ツボ

ラン
テ

ィア
活

動
へ

の
参

加
の

促
進

③
大

規
模

国
際

ス
ポ

ー
ツイ

ベ
ン

トを
契

機
とし

た
交

流
継

続
の

た
め

の
支

援
④

サ
イク

ル
ス

ポ
ー

ツセ
ン

ター
の

自
転

車
トレ

ー
ニ

ング
ヴ

ィレ
ッジ

とし
て

の
活

用
の

促
進

⑤
小

笠
山

総
合

運
動

公
園

の
利

活
用

に
よる

ス
ポ

ー
ツ合

宿
等

の
推

進

71 72 73 74 75＜
施

策
13

＞
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じた

多
様

な
交

流
の

促
進

①
「サ

イク
ル

ス
ポ

ー
ツの

聖
地

」を
目

指
す

取
組

の
推

進
②

地
域

の
資

源
を活

用
した

ス
ポ

ー
ツ交

流
の

推
進

③
ス

ポ
ー

ツ産
業

振
興

協
議

会
の

支
援

④
テ

ー
マ

性
を

持
った

ツー
リズ

ム
の

推
進

⑤
自

転
車

競
技

国
際

大
会

等
開

催
に

向
け

た
準

備
⑥

国
際

ロー
ドレ

ー
ス

大
会

創
設

に
向

け
た

取
組

⑦
プロ

ス
ポ

ー
ツチ

ー
ム

等
との

連
携

64 65 66 67 68 69 70＜
施

策
12

＞
パ

ラ
ア

ス
リー

トの
発

掘
・育

成
・支

援
①

パ
ラリ

ンピ
ック

、デ
フリ

ンピ
ック

な
どで

活
躍

す
る

選
手

の
支

援
②

競
技

力
向

上
を目

的
とす

る
強

化
練

習
会

、合
宿

等
の

支
援

③
パ

ラア
ス

リー
ト発

掘
の

た
め

の
体

験
会

の
開

催
④

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ大
会

へ
の

選
手

団
の

派
遣

の
支

援

60 61 62 63＜
施

策
11

＞
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
裾

野
拡

大
①

障
害

の
あ

る
人

が
安

全
に

ス
ポ

ー
ツを

行
うた

め
の

ニー
ズ

把
握

　②
障

害
者

ス
ポ

ー
ツに

親
しむ

機
会

の
提

供
　　

③
障

害
者

ス
ポ

ー
ツの

指
導

者
の

育
成

・活
用

　④
特

別
支

援
学

校
生

徒
と地

域
ス

ポ
ー

ツ関
係

者
との

連
携

⑤
障

害
の

あ
る

人
とな

い
人

が
一

緒
に

ス
ポ

ー
ツに

参
加

す
る

機
会

の
提

供
　⑥

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ応
援

隊
の

活
用

　

54
55

56
57

58
59

＜
施

策
10

＞
競

技
力

を
活

用
した

機
運

醸
成

①
東

京
20

20
ｵﾘ

ﾝﾋ
ﾟｯ

ｸ･
ﾊﾟ

ﾗﾘ
ﾝﾋ

ﾟｯ
ｸ開

催
記

念
イベ

ン
ト　

②
ｵﾘ

ﾝﾋ
ﾟｯ

ｸ･
ﾊﾟ

ﾗﾘ
ﾝﾋ

ﾟｯ
ｸ教

育
の

活
用

【再
掲

】 
③

ラグ
ビー

文
化

の
醸

成
51

52

53＜
施

策
９

＞
選

手
の

能
力

を
引

き
出

す
指

導
者

の
資

質
向

上
①

国
内

外
の

トッ
プク

ラス
指

導
者

の
招

聘
　②

上
級

コー
チ等

の指
導

者
資

格
取

得
、専

門
研

修
会

への
参

加
支

援
③

ジュ
ニア

期
のス

ポー
ツ・

イン
テグ

リテ
ィの

基
盤

整
備

　④
スポ

ーツ
医

・科
学

研
究

の成
果

の活
用

　⑤
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を活
用

した
指

導
力

の向
上

46
47

48
49

50

＜
施

策
８

＞
活

躍
す

る
姿

が
多

くの
人

に
夢

や
感

動
を

与
え

る
トッ

プ
ア

ス
リー

トの
育

成
・支

援
①

オ
リン

ピッ
ク・

パ
ラリ

ンピ
ック

で
の

活
躍

を目
指

す
トッ

プ
アス

リー
トの

活
動

支
援

②
世

界
に

羽
ば

た
く可

能
性

の
あ

る
ア

ス
リー

トの
活

動
支

援
③

国
内

主
要

大
会

にお
いて

優
秀

な
成

績
を収

める
ため

の強
化

活
動

の支
援

　④
トッ

プア
ス

リー
トの

セ
カン

ドキ
ャリ

アの
活

動
支

援
⑤

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を活

用
した

強
化

活
動

の
実

施
　⑥

ス
ポ

ー
ツ医

・科
学

を
有

効
活

用
した

ア
ス

リー
ト支

援

40 41 42
43

44
45

＜
施

策
７

＞
個

々
に

合
わ

せ
た

可
能

性
を

発
掘

し、
磨

き
あ

げ
る

ジ
ュニ

ア
世

代
の

育
成

①
ジ

ュニ
ア世

代
の

発
達

段
階

に
応

じた
育

成
・強

化
　②

学
校

や
地

域
へ

の
各

分
野

の
ス

ペ
シ

ャリ
ス

トの
派

遣
③

ジ
ュニ

ア育
成

・強
化

の
た

め
の

トッ
プア

ス
リー

トの
派

遣
　④

多
くの

競
技

を体
験

す
る

機
会

の
創

出
⑤

競
技

力
向

上
に

向
け

た
運

動
部

活
動

の
支

援
　⑥

中
高

生
の

運
動

部
活

動
の

活
性

化
【再

掲
】

⑦
体

づ
くり

に
関

す
る

ス
ポ

ー
ツ食

育
支

援
　

33
34

35
36

37
38

39＜
施

策
６

＞
地

域
ス

ポ
ー

ツ
の

担
い

手
とな

る
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

充
実

①
中

間
支

援
組

織
の

支
援

②
広

域
ス

ポ
ー

ツセ
ン

ター
に

よ
る

支
援

31 32＜
施

策
５

＞
多

くの
人

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
しむ

こと
が

で
き

る
場

の
提

供
と人

材
の

確
保

①
県

立
ス

ポ
ー

ツ施
設

の
魅

力
向

上
　②

県
立

ス
ポ

ー
ツ施

設
の

適
切

な
管

理
運

営
③

都
市

公
園

施
設

の
機

能
充

実
　④

都
市

公
園

施
設

の
維

持
修

繕
⑤

ス
ポ

ー
ツ施

設
の

バ
リア

フリ
ー

化
、グ

ラウ
ン

ドの
芝

生
化

⑥
地

域
ス

ポ
ー

ツ活
動

充
実

の
た

め
の

ス
ポ

ー
ツ推

進
委

員
の

資
質

向
上

　　

25
26

27
28

29 30＜
施

策
４

＞
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
画

①
男

女
とも

参
加

で
きる

幼
・児

童
ス

ポ
ー

ツ団
体

の
拡

大
（

啓
発

）
②

運
動

機
会

が少
ない

子
供

への
魅

力
ある

活
動

提
供

③
家

族
で

ス
ポ

ー
ツに

参
加

す
る

機
会

の
創

出
　④

女
性

ア
ス

リー
トの

活
躍

支
援

21
22

23
24

＜
施

策
３

＞
高

齢
期

の
健

康
長

寿
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
①

静
岡

県
す

こや
か

長
寿

祭
（

仲
間

との
ス

ポ
ー

ツの
場

）
②

高
齢

者
を対

象
とす

る
ス

ポ
ー

ツ指
導

者
の

養
成

③
ニュ

ー
ス

ポ
ー

ツ、
マ

イン
ドス

ポ
ー

ツ等
の

推
進

【再
掲

】
18

19

20＜
施

策
２

＞
成

人
期

に
地

域
社

会
や

職
場

で
ス

ポ
ー

ツ
に

親
しむ

た
め

の
き

っか
け

づ
くり

①
県

民
の

ス
ポ

ー
ツに

関
す

る
意

識
調

査
の

実
施

、分
析

　②
日

常
生

活
へ

運
動

を取
り入

れ
る

こと
に

よる
運

動
習

慣
化

③
健

康
経

営
の

推
進

に
よる

職
場

の
健

康
づ

くり
支

援
　④

誰
も

が
ス

ポ
ー

ツに
親

しむ
機

会
の

創
出

(推
進

月
間

、県
民

の
日

)　
⑤

ニュ
ー

ス
ポ

ー
ツ、

マ
イン

ドス
ポ

ー
ツ等

の
推

進
【再

掲
】

13
14

15
16

17＜
施

策
１

＞
子

供
の

運
動

習
慣

の
確

立
①

ファ
ミリ

ー
・プ

レイ
・プ

ログ
ラム

等
の

活
用

　②
「幼

児
期

運
動

指
針

」の
活

用
 

③
運

動
機

会
が

少
な

い
子

供
へ

の
魅

力
あ

る
活

動
の

提
供

　④
新

体
力

テ
ス

トを
活

用
した

体
力

分
析

　
⑤

「体
力

ア
ップ

コン
テ

ス
トし

ず
お

か
」の

普
及

　⑥
「子

ども
の

体
力

向
上

ふ
じさ

ん
プロ

グ
ラム

」の
充

実
　

⑦
オ

リン
ピッ

ク・
パ

ラリ
ンピ

ック
教

育
の

活
用

　⑧
子

供
の

ス
ポ

ー
ツに

関
す

る
団

体
が

一
堂

に
会

す
る

場
の

設
定

　
⑨

中
高

生
の

運
動

部
活

動
の

指
導

体
制

充
実

　⑩
中

高
生

の
運

動
部

活
動

の
活

性
化

⑪
事

故
、障

害
防

止
に向

けた
設

備
・用

具
の安

全
確

保
、ス

ポー
ツ医

・科
学

活
用

　⑫
ニュ

ー
ス

ポ
ー

ツ、
マ

イン
ドス

ポ
ー

ツ等
の

推
進

１
２

３
４

５
６

７
８

９
10

11
12

根
拠

法
令

地
方

公
共

団
体

は
、基

本
理

念
に

の
っと

り、
ス

ポ
ー

ツに
関

す
る

施
策

に
関

し、
国

との
連

携
を

図
りつ

つ
、自

主
的

か
つ

主
体

的
に

、そ
の

地
域

の
特

性
に

応
じた

施
策

を策
定

し、
及

び
実

施
す

る
責

務
を

有
す

る
。

（
ス

ポ
ー

ツ基
本

法
第

４
条

）

計
画

区
域

　静
岡

県
全

域
計

画
期

間
20

22
～

20
25

年
度

ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
づ
く
り

１
 総

論

　２
 改

定
の

考
え

方
○

大
規

模
国

際
ス

ポ
ー

ツ大
会

の
終

了
に

伴
い

、イ
ベ

ン
ト中

心
の

取
り組

み
　か

ら日
常

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

振
興

へ
の

転
換

を
目

指
す

  

○
日

常
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ振
興

の
最

終
目

標
とし

て
の

「ス
ポ

ー
ツ

の
聖

地
」

　を
よ

り分
か

りや
す

く表
現

し、
ス

ポ
ー

ツの
聖

地
づ

くり
の

取
組

を
推

進
  

○
20

21
年

度
末

改
定

の
国

ス
ポ

ー
ツ基

本
計

画
（

第
３

期
）

を
参

酌
す

る
  と

とも
に

、前
静

岡
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

の
進

捗
状

況
を

踏
ま

え
た

見
直

し 

基
本
理
念

資
料
２

1
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